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・実車指導
・運転適性検査
・講義

７５歳以上で過去３年間に信号無視などの

一定の違反歴がある方（※1）は、『運転技能

検査』に合格をしなければ、運転免許証の更

新を受けることができなくなります。この検

査は、高齢ドライバーによる重大事故が多く

発生しているため、改正道路交通法の施行に

伴い新設されました。検査は免許更新期限の

６ヵ月前から何回でも受けることができます。

運転技能検査に合格した高齢ドライバーは、

『認知機能検査』で認知症でないと判断され

た後、一般の高齢者講習へと進むことができ

ます。

警察庁では、免許更新を迎える７５歳以上

の約７％に当たる、年間約１５万人が運転技

能検査の受験対象者になるとみています。

２０２２年 ５月１３日から適用

対象：75歳以上で免許証を持っている方

※１ 運転技能検査の

対象となる違反行為

◼ 信号無視

◼ 通行区分違反

◼ 車両通行帯違反等

◼ 速度超過

◼ 横断等禁止違反

◼ 踏切不停止等・遮断踏切立入り

◼ 交差点右左折方法違反等

◼ 交差点安全進行義務違反等

◼ 横断歩行者等妨害等

◼ 安全運転義務違反

◼ 携帯電話使用等

７０歳から７４歳までの方については、これまでどおり、

高齢者講習を受けて運転免許証の更新を受けることになります。

令和4年3月17日（木）にオンライン形式で、「自立

支援型地域ケア会議から見えてきた地域の課題」をテー

マに開催しました。専門職（ケアマネジャー・理学療法士・

生活支援コーディネーター・薬剤師・管理栄養士・歯科衛生

士・保健師等）の方々から多数のご意見を頂きました。
を開催しました

コロナ禍の影響で

活動・交流の場が

失われている。

歯科受診は出来ているが

機能低下した方をサポート

する場所が少ない。

生活圏内に勾配が多く、

ＡＤＬの低下により買い物や

受診外出が困難になっている。

男性の料理教室を
開催してみては。

今後 んで

いきます

１. コロナ禍でも集まれる仕組み作り

・３密を避けられる屋外活動を推進していきます

（ラジオ体操やウォーキングなど）

・世代を超えて集まる会合等で、高齢者の課題を

発信していきます

２. 高齢者の健康のための食生活を支援する仕組み作り

・特に独居生活の方を対象に、少なくとも1日1食だけでもしっかり摂ってもらえる

支援を行っていきます（料理教室の開催を企画します）

・自分で体重チェックすることを促すことで、「食事は大切」と発信していきます

・口腔機能低下した方をサポートする場所としてサロンの場を活用していきます

３.移動困難者への支援

・今後、買い物困難者が増えていくことを見据え、

社会資源マップ・リストの充実を図っていきます

４.地域の見守り体制作り・包括の活動を周知

・独居、夫婦単世帯の情報収集に努めます

・お薬手帳の活用により、支援者間のスムーズな連携を図っていきます

・専門職間の会議の場を増やし、ネットワークを強化していきます

包括で

運転免許証の

が変わります

・指示速度走行 ・一時停止
・右折左折 ・信号通過
・段差乗り上げ

［参考資料 警察庁・都道府県警察チラシ］

を
迷われている方・

すでにされた方へ

認知機能検査

自分で判断できるうちに

どのような支援を受けたいか

考えてみませんか？

地域包括支援センターでは、介護保険制度などの各種サービスや自宅から歩いて

行ける活動の場など様々な社会資源を紹介しています。車がなくても快活な生活を

送られている方が地域にはたくさんいらっしゃいます。お気軽にご相談ください。

高齢単世帯夫婦が多く、病状の悪化や
認知機能低下への気付きが遅れる。

「孤独」
「メニューの偏り」
「不規則化」
で低栄養に陥りやすい。
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